
評価方法
各推進施策ごとに5段階（見直し不要：5 ～ 見直しが必要：1）で評価しております。

基本目標１．子どもを安心して産み育てられる

具体的な施策

①子育てを支援する

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　新生児がいる世帯及び転入世帯に対して町内

の子育て支援情報を掲載した「子育てブック」

の配布を行います。親子のふれあいを大切にす

るため、０歳児のいる世帯に保育士と保健師が

直接訪問し、発育状況の相談を行うとともに、

子育て支援事業への参加を促し、子育て世代が

保育所と併設された子育て支援センターで屋外

遊具を使った外遊びや親子での遊びを通じて児

童虐待防止の推進を図ります。

子育てアプリななっぷるを導入し、子育

て情報等を随時確認可とした。(R4DL数

155件　累計286件)※ブック配付は終了

　全13事業を実施し、妊娠・出産期の母子保健

事業からの切れ目のない支援を行います。

　妊婦健康健診事業、放課後児童健全育

成事業 他（全13事業）

　親の子育て支援を充実するため、こんにちは

赤ちゃん事業に取り組みます。

　町内全ての新生児宅を保健師と保育士

で訪問し、養育環境の確認や必要なアド

バイスを実施

　地域における子育て支援体制等の充実を図る

ため、放課後児童健全育成事業を実施します。

 町立及び民間学童クラブ事務費及び補助

金:78,040千円（R3:75,078千円）前年比

+2,962千円

A B C D E F G 平均
　子どもの見守り強化に向けたネットワークづ

くりのため、子育て支援センターを設置しま

す。

本町子育て支援センター等運営費:26,290

千円（R3:26,173千円）前年比+117千円
4 - 5 4 5 5 5 4.7

A B C D E F G 平均
　子育て世帯の経済的な負担を軽減するため、

18歳になる年度末まで医療費無料化を実施しま

す。

子ども医療助成扶助費等:109,809千円

（R3:105,772千円）前年比+4,037千円

多子世帯の児童・生徒の給食費を軽減します。
多子世帯対象児童数:6,257人（R3:5,451

人）前年比+806人　※延べ人数

七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

　本町では、平成30（2018）年に155人と過去最少の出生数を記録するなど、少子化が進行しています。核家族化の進展や女性の社会進出などに伴う保育ニーズの多様化、地域ぐるみの子育て環境などが失われつつあり、妊娠・出

産期から切れ目のない子育てをサポートする必要があるため、医療・保育体制の拡大・充実や、子育てに関わる情報提供・経済的支援などにより、地域における子育て支援の充実を図ります。また、町内２か所の子育て支援セン

ターにおいて、子どもの見守り強化に向けたネットワークづくりや、児童生徒の基礎学力の向上と健全育成、ＩＣＴ教育など社会の変化に対応した教育の充実に努め、「生きる力」の育成を図ります。

■地域における子育て支援体制等の充

実
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

■子どもの見守り強化に向けたネット

ワークづくり
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　子育て支援センター設置事業 意見なし

5 4 5 4.7

　地域子ども・子育て支援事業

　こんにちは赤ちゃん事業

　放課後児童健全育成事業

　子育てサポート事業
・学童クラブの施設の老朽化も問題であるが、七

重小から学童クラブまでの距離が遠く交通量の多

い道路状況を考えれば近くに施設があることが望

ましく、保護者も安心して預けられると思う。若

い母親同士の口コミで、七飯町が子育てしやすい

と聞こえてくれば自然と移り住む人も増えるので

はないかと考える。

4 - 5 5

5 5 5 4 4.7

　多子世帯給食費軽減事業

■子育て世帯の経済的な負担の軽減 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等
委員評価結果

　子ども医療費助成事業

意見なし 4 - 5
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A B C D E F G 平均

　要保護者等の情報を行政や関係機関へ連絡調

整を行うなどの相談・援助活動を推進します。

民生委員児童委員活動経費:5,174千円

（R3:6,248円）前年比▲1,074千円

　育英基金による育英資金の貸付を行います。
育英基金貸付金 :924千円（R3:1,404千

円）前年比▲480千円　貸付実績：計4件

A B C D E F G 平均

学習支援員の充実により、子どもたちの学力向

上を図ります。

学習支援員配置数:小学校6人/中学校4人/

岳陽1人（R3：6人/4人/1人）

　適応指導教室を開設し、必要なケアを行うこ

とで不登校児童生徒の自立と学校への適応を促

します。

教育支援センター利用者数:小学校2人 /中

学校7人/岳陽1人（R3 1人/7人/1人）前年

比+1人
　特別支援教育支援員の適切な配置により、特

別な教育支援が必要な児童生徒への学校生活の

介助や学習支援の充実を図ります。

特別支援教育支援員配置数:小学校:6人/中

学校:3人/岳陽1人（R3：6人/３人/1人）

②妊娠・出産を支援する

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

乳児健診受診率

98.4%(95.2%)前年比+3.2%

1歳6ヶ月健診受診率

98.8%(99.0%)前年比▲0.2％

3歳児健診受診率

96.9%(98.0%)前年比▲1.1％

　妊婦に健診受診券を交付します。
受診延べ：1,779件（R3：1,866件）前年

比▲87件

　こんにちは赤ちゃん訪問事業訪問率　

　町立学童クラブ施設老朽化の改善　

4 5 5 5 4.7

　育英基金による育英資金の貸付

■家庭の養育に恵まれない子どもへの

支援の充実
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　民生委員児童委員活動の充実

意見なし 4 - 5

5 5 5 5 4.8　適応教室開設事業

　特別支援教育支援員配置事業

■子どもたちの「生きる力」の育成を

念頭に置いた学校教育の充実
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　学習支援員設置事業

意見なし 4 - 5

　全国学力・学習状況調査全国比（小学校）　（H30） 97.8％ → （R6）100.0％

　全国学力・学習状況調査全国比（中学校） 　（H30）101.1％ → （R6）101.1％を維持

　出産への理解不足や核家族化の進展、地域コミュニティの希薄化などにより、妊娠・出産に対する不安や悩みを抱える人が増えています。そのような不安や悩みを解消するために、妊娠・出産から子育てまで、心身ともにサポー

トし、子どもを産み育てやすい支援体制等の整備します。

■周産期及び小児医療提供体制の充実 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等
委員評価結果

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　こんにちは赤ちゃん事業訪問　（H30）88.0％ → （R6）90.0％以上

　町立学童クラブ施設老朽化の改善　（H30）0クラブ → （R6）1クラブ

　全国学力・学習状況調査全国比（小学校）　

　全国学力・学習状況調査全国比（中学校）

100%(98.6%) 前年比+1.4%

0クラブ(0クラブ)

101%(93.4％)前年比+7.6％

101.9%(96.7％)前年比+5.2％

5 5 5 4.8

　妊婦健診事業

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

意見なし 4 - 5 5

　乳幼児健診事業
　乳児・１歳６か月児・３歳児に対し健診を実

施します。

　乳児健診受診率　（H30）93.2％  → （R6）94.0％

　１歳６か月児健診受診率　（H30）97.0％ → （R6）97.0％を維持

　３歳児健診受診率　（H30）92.3％ → （R6）93.0％

　乳児健診受診率　

　１歳６か月児健診受診率

　３歳児健診受診率

98.4%(95.2%)前年比+3.2%

98.8%(99.0%)前年比▲0.2％

96.9%(98.0%)前年比▲1.1％
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基本目標２．住み続けたいと思える生活環境を整える

具体的な施策

①町民参画と協働の推進

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　各町内会の活動や地域における交流活動への

支援を行います。

町内会加入率：83.36%（R3:84%）前年比

▲0.64%

　ボランティア活動の推進やボランティアの活

動強化を図ります。

ボランティア登録者数:453人（R3:471

人）前年比▲18人

　七飯町活力のあるまちづくり推進事業の活用

を図ります。

七飯町活力のあるまちづくり推進事業活

用件数:11件（R3:9件）前年比+2件

A B C D E F G 平均

　開発行為などにより、良好な市街地の形成を

図るとともに、利便性が高く、多様な世代が快

適に居住できるよう、まちなか居住を推進しま

す。

開発行為許可申請数:0件（R3:2件）前年

比▲2件
4 - 4 3 5 3 5 4.0

A B C D E F G 平均

　証明書のコンビニ交付に係るシステムの構築

を推進します。

マイナンバー交付延べ人数:7,887人/コン

ビニ発行数:2,198件（R3:9,639人/1,236

件）前年比▲1,752人/+962件

3 - 4 4 5 3 5 4.0

　町内・地域環境の変化により、行政だけでは解決できない課題が増えています。少子高齢化などにより、地域の担い手が減少している中、新しいまちづくりや次世代の育成に取り組んでいくため、行政だけではなく、町民、町内

会、各種団体等と連携・協働し、住民自治の地域づくりを推進します。

■住民との協働による地域づくり 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等
委員評価結果

5 4 5 4.2
　私らしいボランティアをしてみよう

　七飯町活力のあるまちづくり推進事

業

　みんなでつながろう

意見なし 3 - 5 3

■地域を支えるＩＣＴ利活用の促進 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等
委員評価結果

　証明書コンビニ発行サービス事業 意見なし

■持続可能なまちづくりの推進 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等
委員評価結果

　まちなか居住の推進 意見なし

　七飯町活力のあるまちづくり推進事業の活用　（H30）9件/年 → （R6）10件/年

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　町内会加入率　（H30）86.8％ → （R6）86.8％を維持

　ボランティア登録者数　（H30）578人 → （R6）600人

　町内会加入率

　ボランティア登録者数

　七飯町活力のあるまちづくり推進事業の活用

83.36%(84%)前年比▲0.64%

453人(471人)▲18人

11件/年(9件/年)前年比+2件
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②高齢者の安心を支える医療・福祉サービスの確保

【施策の概要】

　高齢者が安心して暮らせるための医療の確保、支援、診療科目の維持拡大を図るとともに、地域包括支援の拡大を図ります。

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　多様なサービスの維持、構築に取り組みま

す。

介護予防への参加率:8.4%（R3：8.6%）

前年比▲0.2%

　介護予防・生活支援に関わるインフォーマル

サービスの充実を図ります。

地域ケア会議開催数:13回（R3：7回）前

年比+6回

　介護が必要にならないよう、介護予防活動の

拡大を支援します。

要介護認定率:21.0%（R3：20.7%）前年

比+0.3%

③地域や未来を担う人づくり

【施策の概要】

　七飯町の地域特性を踏まえた教育環境づくりの充実に取り組むほか、地域性を活かした特色ある学校づくりを進めます。

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　ふるさと七飯町へ愛着を持てるような総合的

学習を推進します。
町内小中学校及び岳陽学校の全校で実施 4 - 5 5 5 4 5 4.7

A B C D E F G 平均

　各種スポーツ少年団の育成を図り、そのス

ポーツに取り組む人口を増やし、人材育成に関

する取組への助成及び機会の拡大を図ります。

スポーツ振興補助金活用数:11件（R3:10

件）前年比+1件　スポーツ少年団11団体

総団員数164名

　中高生を姉妹都市アメリカマサチューセッツ

州コンコード町へ派遣します。

七飯町中高生海外派遣事業:0円（R3:0

円）※延べ184人　コロナ禍により中止、

動画交流・町内小学生対象コンコード学

習会実施

　町民代表を姉妹都市アメリカマサチューセッ

ツ州コンコード町へ派遣します。

七飯町民海外派遣事業:0円（R3:0円）

※延べ50人　コロナ禍により中止

■高齢者や障がいのある方々を支える

仕組みづくり
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　地域ケア会議開催数　（H30）14回/年 → （R6）15回/年

　65歳以上の住民主体の介護予防への参加率　（H30）3.1％ → （R6）8.0％

5 4 4 4.3　地域包括ケアシステムの構築

　持続可能な介護保険の運営

　見守り活動と安全対策に取り組もう

意見なし 4 - 5 4

　地域ケア会議開催数　

　65歳以上の住民主体の介護予防への参加率　

13回（7回）前年比+6件

8.4%(8.6%) 前年比▲0.2%

委員評価結果

　要介護認定率　

委員評価結果

　スポーツ少年団の育成支援

意見なし 4 - 5 4 5 4 5

21.0%(20.7%)前年比+0.3%

　ふるさと教育事業 意見なし

■様々な学習機会の提供による社会教

育の充実
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

　要介護認定率　（H30）19.4％ → （R6）19.4％を維持

■学校教育の一層の充実 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

4.5
　中高生海外派遣事業

　町民海外交流派遣事業

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　中高生海外派遣延人数　（H30）176人 → （R6）224人 　中高生海外派遣延人数　

　町民代表海外派遣延人数

184人（184人）

50人（50人）　町民代表海外派遣延人数　（H30）48人 → （R6）60人
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④地域における交通ネットワークや買い物の利便性の確保

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

町内を走るバス路線数

18路線（18路線）

3 4.3

　生活に欠かせない交通手段である鉄道や路線バス等の確保の観点から、各関係機関と連携を図りその維持に努めるとともに、将来にわたって持続可能な公共交通網を構築し町民の利便性の向上及び利用促進に努めます。

■地域の実情に応じた交通ネットワー

クの維持・確保
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　生活交通路線維持事業
　バス事業者に対する路線系統運行補助を実施

します。

・高齢者や障がい者の交通手段も大切だが、高校

生や大学生の通学の為の必要な時間にバスの本数

がなくて部活や生徒会活動を諦めている人もい

る、送り迎えを保護者が仕事の調整をしながら

やっていることが多く、負担が大きい。七飯町に

住むのを検討している人がためらう点でもある。

4 - 5 55 4

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　町内を走るバス系統数　（H30）15系統 → （R6）15系統を維持 　町内を走るバス路線数　 18路線（18路線）
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⑤防災・防犯など暮らしの安全・安心の確保

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均
　災害時における情報伝達手段の一つである防

災行政無線のデジタル化等を行い防災体制の強

化を図ります。

－

　災害時における食料・飲料水、生活必需品、

資器材、災害用トイレ等の備蓄計画の整備を推

進します。

　備蓄品等の整備

　土砂災害、地震災害のハザードマップを整備

し、町民へ配布します。
－

　防災関係機関、事業所等との連携強化を図り

ます。

防災協定締結:2件 累計46件（R3:2件、累

計44件）

　Ｊ－アラート、エムネット、安否情報システ

ム、緊急速報メール等、災害情報収集・伝達体

制の強化を推進します。

－

A B C D E F G 平均

　町内会への人的支援を行います。
防災協定締結:2件 累計46件（R3:2件、累

計44件）

　町防災訓練の実施、町内会等訓練への支援を

行います。
防災訓練実施回数:1回（R3:1回）　

A B C D E F G 平均

　防犯パトロール体制の整備及び啓発などを行

います。

防犯教室実施回数 4回（R3:3回）前年比

+1回
3 - 5 4 5 4 5 4.3

　建築物や道路など重要インフラの耐災害性の強化に加え、各種災害に対応した警戒避難体制の整備や行政・企業における業務継続体制の強化など、ハードとソフトが一体となった防災・減災対策を計画的に進めます。また、防犯

教室などを実施し防犯体制の強化を図ります。

■適切な役割分担による防災体制の構

築
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

5 3 5 4.3

　備蓄計画整備

　ハザードマップ整備

　防災協定による連携強化

　災害情報収集・伝達体制の強化

　防災行政無線整備事業

意見なし 4 - 5 4

■防災教育の推進 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等
委員評価結果

　自主防災組織育成強化
・函館平野西縁断層帯による地震の可能性を住民

が意識し、住民の防災・減災への意識を維持して

いくことは大切。知らなかったという言い訳・責

任転嫁をされては困る。

3 - 5

■地域力の向上による防犯体制づくり 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等
委員評価結果

　地域防犯体制強化推進事業 意見なし

4 5 4 5 4.3

　防災訓練の実施

　自主防災組織率　（H30）12.5％ → （R6）15.0％

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　防犯教室実施回数　（H30）14回/年 → （R6）14回/年を維持

　町内会防災訓練実施回数　（H30）1回/年 → （R6）3回/年

　防犯教室実施回数

　町内会防災訓練実施回数

　自主防災組織率

4回/年（3回/年）前年比+1件

1回/年（1回/年）

12.5%（12.5%）
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七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

基本目標３．食や観光をはじめとする力強い産業と雇用の場をつくる

具体的な施策

①地域を支える農業の成長産業化

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均
　地方創生拠点整備事業により整備した新野菜

広域流通拠点施設周辺において農業生産施設等

を集約し効率的な生産体制や農産品の品質向上

を図るなど、地域の農業の総合力を強化しま

す。

新野菜広域流通施設販売額:7,513,500千円

（R3:6,269,780千円）前年比+1,243,720

千円

　学校給食に七飯町産の農産物や加工品などの

食材を活用し、児童・生徒への食育を含めた地

産地消を推進します。

プレミアムななえデー実施回数 23回

（R3:22回）前年比+1回

　消費者ニーズに応じた安全・安心で良質な農

産物を生産し、農業所得の確保・向上を目指し

た地域農業を振興し推進します。

-

　農家戸数の減少や農業従事者の高齢化などか

ら、地域農業の維持と経営安定化のための法人

化（集落営農）、農作業の効率化や農業機械の

共同利用による維持経費の削減などにより生産

性の高い営農の実現と経営の安定化のため、コ

ントラ組織の育成を推進します。

農業法人17法人（18法人）

前年比▲1法人

　本町では、微減ながら人口が減少し、また少子高齢化に伴い、農業従事者の減少が懸念されます。また、農業の就業者は高齢者が大半を占めていることから、若い世代の新規就農者の確保・育成に取り組むとともに、農業を続け

ていくことができるよう支援を行い、町内の農業振興を図ります。

■担い手の経営体質の強化等による持

続可能な農業づくりと雇用の場の拡大
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　農業法人数　（H30）18法人 → （R6）20法人

　新野菜広域流通施設販売額　（H30）0 千円 → （R6）6,500,000千円

5 3 5 4.3

　学校給食地産地消推進事業

　良質な米・野菜・花き・果樹の振興

　法人化（集落営農）・コントラ組織

の育成

　農業生産拠点施設機能集約事業

・農業の発展の可能性はあり、集約集合化や、最

新技術の投下により生産性は向上できると考え

る。何よりも地蔵可能な税収源である。

4 - 5 4

　認定農業者数

　新野菜広域流通施設販売額　

農業法人17法人（18法人） 前年比▲1法人

7,513,500千円（ 6,269,780千円） 前年比+1,243,720千円

　新野菜広域流通施設出荷量　（H30）0 t → （R6）29,000t

　新野菜広域流通施設労働人口　（H30）0 人 → （R6）130人

　新野菜広域流通施設出荷量　

　新野菜広域流通施設労働人口

34,944t(25,554t)前年比+9,390t

76人（81人）前年比▲5人
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七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

②地域資源を活かした食関連産業の振興

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　道の駅周辺の歩車道の新設・拡幅を実施し、

交通アクセスの向上をめざします。

道の駅周辺整備事業：R4事業なし（R3：

峠下2号線における220ｍの道路整備）

　道の駅なないろ・ななえを中心とした仁山・

峠下・藤城地区（道の駅エリア）に立地する食

関連産業等の振興を図り、商品やサービスの高

付加価値化や販路拡大への取組を通し地域経済

活性化を図ります。

道の駅等と共同で実施する新商品または

新サービスの開発数:1件（R3:2件）前年

比▲1件

A B C D E F G 平均
　観光産業等との連携により町特産品のブラン

ド化を図るとともに、それを求めてやって来る

観光客の増加をめざします。

 高付加価値化：R4実績なし(R3：洋菓子

など15品の商品化)

　物産展や道の駅、物産振興協議会等と連携

し、地域特産品の販路拡大や消費拡大を図りま

す。

特産品PRイベント出展回数 3回（R3：7

回）前年比▲4件

　道の駅等と共同で実施する新商品または新サービスの開発（H30）0件 → （R6）6件

　地域資源を活かした食関連産業の振興を図るため、食関連産業の高付加価値化や販路拡大などに取り組みます。

■高付加価値を生み出す６次産業化と

道の駅の活用
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

5 3 5 4.3

　道の駅エリア活性化事業

■食関連産業の高付加価値化や販路拡

大
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　道の駅周辺整備事業

意見なし 4 - 4 5

5 4 5 4.3

　食関連産業の販路拡大

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　食関連産業の高付加価値化

意見なし 4 - 4 4

　観光入込客数　（H30）2,331,421人 → （R6）2,564,563人（H30年度比10％増加） 　観光入込客数　

　道の駅等と共同で実施する新商品または新サービスの開発

1,856,063人(1,405,014人)前年比+451,049人

 1件（2件）前年比▲1件
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七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

③観光産業の振興

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均
　七飯町の恵まれた自然や歴史、文化、産業な

どを活かしバラエティ豊かな体験ソフトを企

画、運用し観光の振興や地域の活性化を図りま

す。

 補助事業終了により、R4年度について

は、七飯・大沼まるかじりプランを企画

販売し、冬季来訪者促進に努めた。

　広域周遊観光の需要の高まりに対応するた

め、駒ヶ岳周辺３町（七飯町・森町・鹿部町）

が連携し、食と観光の両面における商品造成し

国内外からの誘客を促進します。

HTBオンちゃんテラス・函館スノーパー

ク・大沼国定公園・JR森駅からJR函館駅

までの車内・青森観光物産館アスパム・

道の駅なないろ・ななえ

A B C D E F G 平均
　北海道新幹線の開業により主に関東圏からの

教育旅行の期待が高まっていることから、学習

素材や体験素材を集約したパンフレットを近隣

自治体と共同で作成し教育旅行の誘致を図りま

す。

-

観光入込客数

1,856,063人(1,405,014人)前年比+451,049人

宿泊客数

52,526人(27,715人)前年比+24,811人

外国人宿泊客数

1,367人(21人) 前年比+1,346人

R4より恋人の聖地事業に移行

R4より恋人の聖地事業に移行
　本町は道南唯一の国定公園である大沼国定公

園を有し、国内外から多くの観光客が訪れてい

ますが「七飯町」自体の知名度は低いため、本

町の有する雄大な自然をＰＲするため、新幹線

沿線駅所在地をはじめとした各地の企業と連携

した観光誘客施策等に用いるツールとして、観

光ポスターの増刷を行います。

-

R4より恋人の聖地事業に移行

　増加を続ける外国人観光客の更なる誘客を図

るため、アジア圏を中心としたWebページの多

言語化を行い外国人の誘客や滞在させる仕組み

をつくることで町内への宿泊促進を図ります。

多言語Webページ更新及びサーバー使用

料 33千円（R3：366千円）▲333千円

　年間200万人の入込数がある「大沼国定公園」は、日本新三景の一つでもあり、今後も豊かな自然を活かした観光産業の振興を図るとともに、近隣市町と連携した広域観光や農業体験などを推進し、誘客と滞在期間の延長をめざ

します。

■自然環境など地域の資源を生かした

滞在型の観光地づくり
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

5 4 5 4.5

　 広域観光推進事業

■国内外への効果的な誘客活動による

旅行市場の拡大
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　体験観光商品造成事業

意見なし 4 - 4 5

5 4 5 4.3
　観光ガイド整備事業

　観光ガイドマップ作成事業

　観光ポスター作成事業

　観光パンフレット作成事業

　多言語Webページ制作事業

　広域版観光素材パンフレット作成事

業

意見なし 4 - 4 4

　観光情報掲出事業

　新函館北斗駅から函館駅までのアクセス列車

「はこだてライナー」車内において当町の観光

情報を掲出し、北海道新幹線による来道者の観

光誘客を図ります。

　外国人宿泊客数　（H30）48,449人 → （R6）53,293人（H30年度比10％増加）

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　観光入込客数　（H30）2,331,421人 → （R6）2,564,563人（H30年度比10％増加）

　宿泊客数　（H30）125,095人 → （R6）137,604人（H30年度比10％増加）

　観光入込客数

　宿泊客数

　外国人宿泊客数

1,856,063人(1,405,014人)前年比+451,049人

52,526人(27,715人)前年比+24,811人

1,367人(21人) 前年比+1,346人
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七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

④中小・小規模企業の競争力の強化

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　少子高齢化に伴う担い手不足が深刻化する小

規模企業への人材確保・育成を商工会と連携し

実施し、事業者の持続可能な経営を支援しま

す。

特になし（R3:事業継続力強化支援計画策

定のための説明会を開催）

　商工業経営安定資金融資保証金補給及び利子

補給の支援を実施します。

保証料補助金:27件1,681千円/利子補給

金:156件2,236千円  ( R3:38件2,014千円

/136件1,417千円)

前年比:▲11件,▲333千円/+20件,+819千

円

A B C D E F G 平均
　地域の創業者や「将来起業する者」などの潜

在的な創業者に対する育成・支援を行うことに

より、開業率の向上と創業数の増加を図り効率

的に起業家の成長を促進し、地域経済の活性化

を図ります。

- 3 - 5 3 4 3 5 3.8

　中小・小規模企業の競争力の強化を図るため、女性や若者の創業の促進や、町外のプロフェッショナル人材と町内中小企業等との間による「お試し就業」などにより、町内企業の競争力強化や人材定着を図ります。

■持続可能な地域経済の担い手となる

中小・小規模企業への支援強化
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

4 3 5 3.7

　商工業経営安定支援事業

■女性や若者の創業と企業の新陳代謝

の促進
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　小規模企業振興支援事業

・経済活動≠行政責任。 3 - 4 3

　創業支援事業
・起業誘致や創業・起業は、労働人口減少や若年

層の流出と相関があるので難しいと思われる。

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　創業支援事業を活用し創業した起業者件数　（H30）0件 → （R6）１件 創業支援事業を活用し創業した起業者件数 0件（0件）
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七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

⑤七飯町の強みを活かした企業等の誘致

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　函館市・北斗市と連携した企業誘致活動を行

います。
- 3 - 5 3 4 3 4 3.7

⑥市場規模やニーズの変化などに応じた産業の創造

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　特定健診受診率

25.3%（20.3%）前年比+5%

　本町の豊かな自然などの強みを活かした企業誘致や、既存企業への奨励、また、本町へ移住する起業家に対して支援を行うことで、雇用機会を創出するとともに、積極的な情報提供を行い、地元での就労と雇用の促進を図りま

す。

■地域間の連携による企業誘致活動の

展開
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　今後の成長が期待される「健康長寿産業」の振興に向け、産学官が連携しながら、企業誘致や参入促進、機器開発等を推進するとともに、健康志向の高まりを背景とした新たなニーズに対応するため、運動・栄養指導に地域資源

を活かしたサービスを付加するなど、ヘルスケアサービスの普及と高度化を図ります。

■健康長寿社会の実現に向けた産業育

成
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　企業誘致推進事業 意見なし

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　企業立地件数　（H30）0件 → （R6）2件 　企業立地件数　 0件（0件）

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　特定健診受診率　（H30）32.0％ → （R6）60.0％

　健康づくり支援事業
　高齢者の健康寿命を延伸するため、「健康づ

くり基本計画」を推進します。
意見なし 3 5- 3 35 5 4.0

　特定健診受診率　 25.3%（20.3%）前年比+5%
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七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

基本目標４．七飯町らしさを活かして人を呼び込み・呼び戻す

具体的な施策

①交流人口の拡大

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均
　当町のスポーツ振興や地域振興、交流人口の

増加につなげるため合宿誘致を促進するととも

に、受入れ体制の整備を推進します。

合宿団体数 7団体/延べ1,386人（R3:5団

体/延べ915人）前年比+2団体/+471人
4 - 5 4 5 4 5 4.5

②居住環境の魅力を活かした移住・定住の促進

【施策の概要】

　豊かな自然など、町の魅力や優位性のＰＲを推進し、町外から人を呼び込み、移住・定住してもらうための受入れ体制の整備を図ります。

【推進施策】

A B C D E F G 平均

道外からの転入者数

220人（180人）前年比+40人

A B C D E F G 平均
　ＵＩＪターンによる起業・就業者の創出を図

るため、北海道と連携し中小企業等の情報を効

果的に発信するとともに、移住就業者等に対し

支援を行います。

－

退任定住者数（延べ）

3人（2人）前年比+1人

　観光客の誘客はもとより、都市部との交流促進や教育旅行、スポーツ大会・合宿、国際会議等の誘致など、特色ある自然等の地域資源を活かした幅広い視点で誘客促進を図ります。

■地域特性を踏まえた効果的な誘客の

促進
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

■居住環境の魅力を活かした移住・定

住の促進
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　交流人口増加事業 意見なし

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　宿泊客数　（H30）125,095人 → （R6）137,604人（H30年度比10％増加）

■七飯町の「しごと」の発信による若

年層など現役世代の人材確保・育成
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　宿泊客数 52,526人(27,715人)前年比+24,811人

　移住・定住の促進事業

　町の魅力などをホームページ等により情報発

信するとともに、町外からのお問合せや移住の

ご相談に丁寧に応じ、本町への移住・定住を促

進します。

意見なし 4 - 5 4 5 54 4.5

3 5 3.8

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　道外からの転入者数 （H30）186人 → (R6)H30より増加

　地域おこし協力隊の退任定住者数　（H30）0人 → （R6）2人

　道外からの転入者数

　地域おこし協力隊の退任定住者数

220人（180人）前年比+40人

3人（2人）前年比+1人

　ＵＩJターン新規就業支援事業

　「地域おこし協力隊制度」の積極的

な活用

　「地域おこし協力隊制度」の積極的な活用と

協力隊員の定住化の促進など、地域づくりを担

う人材の確保・育成を図ります。

意見なし 3 - 4 3 5
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七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

 横断的な目標１．多様な人材の活躍を推進する

①交流人口の拡大

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　企業・各種団体等に対して、情報提供等を行

い、意識啓発を図るとともに、男女共同参画の

条件整備に努めます。

男女平等参画審議会 開催数 1回（R3：1

回）
4 - 4 3 5 3 5 4.0

A B C D E F G 平均

　七飯町シルバー人材センターを支援し、高齢

者の労働力の活用を図ります。。

就業延人数　8,776人(8,960人)前年比▲

184人

　精神障がい者の自立と社会参加の促進を図り

ます。

精神障がい者通所授産施設ぽぽろ館指定

管理料

　男女共同参画に対する意識の高揚

・女性参画は、日本独特な女性が持つ価値観（＝

参画したくない）もあるので、具体的な展望が必

要。

■地域や産業の担い手としての活躍の

場づくり
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

　女性の多様な選択の中で生じる、子育てや介護、起業、就業といった幅広い課題に対応するため、相談対応の仕組みづくりや様々な分野で支援・協働する人材のネットワーク化などを推進するとともに、高齢者や障がいのある

方々の働きやすい雇用・就業の機会確保や、多様なスキル、経験の活用などを図ります。

■女性の力が発展できる働きやすい環

境の整備
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

4.5

　障がい者の自立機会の拡大

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　町審議会等への女性登用率　（H30）22.5％ → （R6）30.0％以上

委員評価結果

　高齢者労働力活用事業

・高齢者の労働力の活用は、大いに期待できる。 4 - 5 4 5 4 5

　町審議会等への女性登用率 21.8%(23.6%)前年比▲1.8%

　七飯町シルバー人材センター就業延人数　（H30）12,500人 → （R6）13,000人 　七飯町シルバー人材センター就業延人数　 8,776人(8,960人)前年比▲184人
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七飯町まち・ひと・しごと創生総合戦略評価調書

 横断的な目標2．多様な人材の活躍を推進する

①地域におけるSociety5.0の推進

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均
　２１世紀の基幹インフラであるＩＣＴインフ

ラについて、地方部と都市部の隔たりなく整備

を加速するとともに、デジタル知識やノウハウ

の地域への定着を図ります。

－ 3 - 5 3 5 3 5 4.0

A B C D E F G 平均
　少子高齢化に伴う地域産業の衰退や教育の質

の向上、生活・就労環境の改善や医療、社会基

盤の充実化などについて未来技術を活用し地域

課題を解決します。

－ 3 - 4 2 5 2 5 3.5

②SDGsを原動力とした持続可能なまちづくりの推進

【施策の概要】

【推進施策】

A B C D E F G 平均

　持続可能なまちづくりや地域活性化の推進に

あたっては、SDGsの理念沿った取組を進める

とともに、政策全体の最適化や地域課題解決の

加速化を図ります。

R4なし（R3：第2期 七飯町まち・ひと・

しごと創生総合戦略 改訂）
3 - 4 3 5 2 5 3.7

　少子高齢化に伴う地域産業の衰退など社会課題の解決や教育の質の向上、生活・就労環境の改善や医療、社会基盤の充実化を推進するため、それぞれの実情に応じ未来技術を実装するためのインフラ整備を推進します。

■未来技術活用促進のための環境整備 事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等
委員評価結果

委員評価結果

　SDGsの理念に基づいた施策の展開

・国内全体での意識の高まりが見られない中で

の、七飯町としての動きを作り出すのは難しいと

思われる。突出して失敗するよりは、周りの状況

や町民の意識とのバランスを見ての取り組みだと

思われる。

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　SDGsの理念に基づいた町の計画　（H30）0 計画→ （R6）2計画

　SDGsは、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現をめざして経済・社会・環境など広範な課題に統合的に取り組むものであり、「すべての人に健康と福祉を」「働きがいも経済成長も」「住み続けら

れるまちづくりを」「パートナーシップで目標を達成しよう」などの１７の目標と、これを達成するための１６９のターゲットを掲げています。

　持続可能なまちづくりや地域活性化に向けた取組を推進するにあたっては、SDGsの理念に沿った取組を進めることにより、政策全体の最適化や地域課題解決の加速化が期待できるとともに、地方創生の一層の充実・深化につなげ

■SDGsを原動力とした持続可能なまち

づくりの推進
事業の概要 R3実績 施策の効果についての意見等

委員評価結果

　SDGsの理念に基づいた町の計画 延べ数： ３計画（3計画）

　未来技術の活用による地域課題の解

決
意見なし

【重要業績評価指標（KPI）】 R4実績

　光インターネット等整備地区における加入率　（H30）41.5％ → （R6）48.0％

　情報通信基盤等環境整備 意見なし

■七飯町の「しごと」の発信による若

年層など現役世代の人材確保・育成
事業の概要 R４実績 施策の効果についての意見等

　光インターネット等整備地区における加入率 47.2%（47.2%）
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